
最新の調査で発掘された遺跡と

出土品の数々・・・
ここから前橋・高崎の

新しい歴史が見えてくる。
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前橋・高崎連携支化財展の開催にあたって

本事業は、前統 -高l崎岡市の所蔵する泣かな歴史資産を、両市の皆さん

に広く公開し、有効活用を図るという目的のもと平成19年度から開催して

おり 、今年で4年目を迎えます。毎年、多くの皆さんにご来場いただき、

前橋 ・高崎岡市から出土した貴重な文化財を知り、それぞれの地域の特性

を知っていただく絶好の機会とすることができていると思っております。

さて、 今回の企画は、現在もなお、各地で進められている発掘調査の最

近の成架から、選りすぐった遺跡卜や/1¥土品を紹介します。

前橋市では、元総社|町蒼海地区の区画整}lI!事業に伴う発掘調査の成来を中

心に、古代上野の図の中枢であった上野国府に迫ります。

高崎市では、整備が進む史跡日高逃跡や、整備工事が終了した史跡井出

二子塚宙墳の調査成果を中心に、それぞれで詳しい解説を行っています。

前橋 ・高l崎両市では、 やも現在進行形で、土に埋もれた過去からの「タ ・

カ ・ラ・モ・ノJが発見されています。この 「タ・カ・ラ ・モ・ノ jを、

新たな地域資源として活用していくで とが、時楠f高崎岡市の事|ーをさらに

~bl くするものと思っております。 どうぞ、ごゅL くりとご観覧ください。

前橋市長高木政夫
高崎市長松浦幸雄
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亀

かみ1J:かいいせをぐん

上中居遺跡群 総括協通話
いのかわでいりゅうそう

井野川泥流層を基盤とする高崎台地上に立地する。

調査の結果、縄文時代・古墳時代・奈良時代から中近世にかけての遺

構・遺物が大量に検出された。縄文時代中期から後期にかけての遺物が

まとまって見つかるのは、乙の地域では珍しいことである。また、古墳
ほうけいυφうこう 11

時代前期の竪穴住居跡や方形周溝墓に伴う遺物も多量に出土している。
はきょう

【破鏡について]

破鏡とは意図的に割って分割した鏡のことで、割れた面を磨いたり、

穴をあけてペンダントにした場合もある。本遺跡で出土した破鏡は、
じようほうさくけいうき』まりしきじゅうたいきょう

上方作系浮彫式獣帯鏡と呼ばれるものに類似しており、 2世紀後半~

3世紀初頭に製作された可能性が高い。この鏡が廃棄されたのは 5

世紀頃と考えられ、製作されてから廃棄されるまで約200年もの問、

人から人へ伝えられたことになる。

しせきひだかいせき

史跡目高遺跡 宮前路首.時前
そうまがはらせんじようち

榛名山東南麓に広がる相馬ヶ原扇状地が、前橋台地に移行する地

域に立地する。昭和52年に関越自動車道建設に伴う発掘調査で発見

され、平成元年には国の史跡に指定された(約63，000m
2
)。
かんごういゅうらく

保存整備事業に伴う発掘調査の結果、弥生時代後期の環壕集落・生

産域(水田跡)・墓域がセットで保存された遺跡であることが明確に

なり、東日本の弥生時代集落を考える上で非常に重要な遺跡である

ことがわかった。環壕集落は約12，000m
2
の広さがあり、環壕は幅約3m.

深さ約1.6mの規模がある。環壕に内側には、土塁状の盛土があった

可能性がある。

現在は、JR上越線北側区域の整備工事を実施しており、平成25年度

には一部開園できるよう事業を進めている。

かみとよ おかひきまいせき

上豊岡引間遺跡吉備21詰if
からすがわうすいがわ やわただいち

鳥川と碓氷川に挟まれた八幡台地の鳥川右岸段丘上に立地する遺

跡である。

調査の結果、弥生時代後期から古墳時代中期にかけての集落跡を
うねまみぞ

はじめ、古墳時代前期の畠跡(畝問溝)などもみつかった。周辺では、

弥生時代から古墳時代にかけての遺跡が多く発見されており、大規

模集落の存在が予想される。本遺跡はその一部とも考えられる。
しもしばとたんだ いせき

下芝五反田遺跡宮前弱点作笠
はるなしらかわ いのかわ しらかわせんじようち

榛名白川と井野川に挟まれた白川扇状地に立地する。

調査の結果、平安時代の水路、中世のものと考えられる耕具痕、古

墳時代以降の泥流で埋没した畠、水場と思われる低地、道路、土器集

積遺構が発見された。土器集積遺構は、当時の畠と低地の聞に多くの

土器が重ねて置かれたものであり、人々の信仰の一端をうかがい知

ることのできる重要な遺構である。
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しせきい で ふ た と やまとふん

史跡井出二子山古墳 鵠域諸
ほどたはちまんづかこふん ほどたゃくしづか

J議白告議議(井出二子山古墳・保渡田八幡塚古墳・保渡田薬師塚

音追)はいず、れも 100m級の前方後円墳で、 5世紀後半に築造され

たと考えられている。

整備工事が完了した保渡田八幡塚古墳につづいて、井出二子山古

墳を整備するために調査した結果、墳長が108mで、墳丘の外側には

二重の堀と4つの円形の中島があることがわかった。中島では地元
すえ吉 はにわ はに

でつくられた須恵器が出土しており、墳丘には円筒埴輪や朝顔形埴
わ

輸が並べられていたことも確認された。
ふながたせっかん ひつぎ

後円部の埋葬部には、舟形石棺とよばれる棺が納められていた。

この棺は大王や他地域の大首長クラスのものと類似することがわ
くだたま

かっている。埋葬部からは、玉類(ガラス玉や管玉)・武具 ・馬具・
てつぞく てつほこ

武器(鉄鉱・鉄万・鉄鉾)・金製の装飾具・金銅製の装身具などが出土

した。馬具や装身具には朝鮮半島製と考えられるものもある。

井出二子山古墳は保渡田古墳群では最も古い古墳であり、榛名山

東南麓部の開発を主導した「偉大な開拓者(英雄)Jの墓と考えられる。

やまなこふんぐん

山名古墳群 説副都?
tJv;，らがわ かんのんやまきゅうりょう

高崎市の南部を流れる鏑川と観音山丘陵に挟まれた場所に立地す

る遺跡である。史跡公園として整備するための発掘調査の結果、史
いせづか こ ふん ほたてがいかた

跡地内には前方後円墳である伊勢塚古墳(75m)のほかに、 帆立員形

古墳l基と円墳が15基あることが明らかになり、 6世紀から7世紀に
げき

築造されたものであることも判明した。戟形埴輪 ・|帽子形埴輪や歯

のある人物埴輪など、他ではあまり確認されていない埴輪が出土し

ており、 この古墳群をつく った勢力の性格を考えるうえで重要な資

料と考えられる。

かみさとみあうい いせき

上里見新井遺跡 昔前f直前
からすがわ

高崎市西部榛名地区の鳥川北西岸に立地する。調査の結果、 墳丘

はすでに削られていたものの、古墳2基の周堀が見つかった。 l号古
すえきおおがめ

墳からは、 2個体の須恵器大奮が出土しており、底部が故意に打ち

割られた状況であった。出土遺物からみて、これらの古墳は7世紀

前半頃の構築と考えられる。

-土井出二子山古境

・右南くびれ部の埴輪列

・下列左から.金製装飾具/

朝顔形向車輪と円筒埴輪/

ガラス玉や管玉などの装

飾品/主体部の舟形石棺
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率
忽がねいせをぐん

長根遺跡群 言論副首主連
かぶらがわ 晶まびきがわおおさわがわ

鏑川右岸の台地に立地する遺跡で、天引川と大沢川の聞を便宜的に長根遺跡群と呼称
たごぐん からしなごうおりもごう

している。和銅4年(711)に設置された多胡郡の韓級郷・織裳郷があったと考えられてい

る地域に相当する。

調査の結果、おもに弥生時代から平安時代の遺構がみつかっており、竪穴建物跡は約
じんぽ こ ふん

780棟が確認されている。また、天引川右岸には安坪古墳群が、大沢川左岸には神保古墳
ぐん

群が存在し、安坪古墳群では装飾大万が出土している。
おりも さないけいあんもんはじ

長根遺跡群で特徴的な遺物としては、折茂地区で集中して出土している畿内系暗文土師
き かみたかはら そくてんもじ

器の模倣品と、上高原地区で出土している則天文字が墨書された土器などがあげられる。
む忽たかいせをぐん

棟高遺跡群(棟高水窪立・棟高辻の内W遺跡}言論寝ZZ
そうまがはらせんじようち

榛名山東南麓に広がる相馬ヶ原扇状地が前橋台地に移行する地域に立地する遺跡である。

調査の結果、古墳時代終末期(7世紀)から平安時代にかけての集落跡や畠跡などがみ
ほったてばしら

つかった。古墳時代終末期では、竪穴建物跡55棟のほかに掘立住建物跡・井戸跡・畠跡が

確認され、榛名山の噴火による被災後の集落の営みを解明するための重要な資料がえ

られた。平安時代では、 110棟もの竪穴建物跡や鍛治遺構がみつかり、石製の腰帯具(丸

鞠)や硯など官人層の所有物や墨書土器・瓦塔の破片なども出土している。国府や国分

寺等、上野国中心地近隣の集落の様子を知る上で貴重な資料といえる。
ぜんとく もりいせき

全徳森遺跡 芸品安婦左京
そうまがはらせんじようち

榛名山東南麓に広がる相馬ヶ原扇状地の西端に立地する遺跡である。

ここで確認された配石墓は、直径10....._..45cmほと、の石で木の棺を覆っている墓で、灰

紬陶器・鉄製品(釘 7)・骨片がみつかった。鉄製品には木片が付着しており、棺に使われ

ていた釘とも考えられる。平安時代の墓の構造を知る上で、貴重な資料である。

レせをみのわじようあと

史跡箕輪械跡訴希芸術l詰首長都議

西暦1500年頃、長野氏が築城したのが始まりとされる。永禄9年(1566)に武田氏の西上

州支配の拠点として整備され、天正10年(1582)に武田氏が滅亡すると後北条氏が支配す

ることとなった。天正18年(1590)の小田原征伐で開城後、徳川家康の家臣で、あった井伊

直政が入城したが、慶長3年(1598)に高崎に居城を移すことによって廃城となった。

整備のための発掘調査の結果、石垣・門・掘立柱建物跡などが確認されるとともに、3時

期にわたる城の変選が明らかになった。これらの成果をもとに、平成22年度には『史跡、

箕輪城跡保存整備基本設計』を策定した。

今後は、復元整備に必要な発掘調査をおこない、実施設計・整備工事と事業を進めてい

く計画である。
たか さをじよういせき

高崎械遺跡 報端、前
からすがわ

高崎台地西端の鳥川左岸段丘上に立地する遺跡である。

調査の結果、高崎城の本丸堀・二ノ丸堀や石垣水路・石樋などが確認された。堀は石垣

をもたない素掘りの堀で、深さが7m以上ある。石垣水路は本丸堀と二ノ丸堀の水の循環

や水量調整のために設けられたと考えられており、高崎城築城期には造られていたと思

われる。石垣水路埋没後の18世紀後半には、同じ場所に石樋が設置されている。

石垣水路は、築城期の高崎城を知る貴重な遺構であり、 一部の移築・復元をおこなった。
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もとそう じ ゃ お う み い せをぐん

元総社蒼海遺跡群 諸説副芯誌協込
前橋台地西部に位置し、東西1，000m、南北800mの範囲で、その中心
うしいけがわ そめやがわ

は牛池川と染谷川に挟まれた微高地上にある。

本遺跡群及びその周辺は、古墳時代後期から終末期までの中央政権
そうじゃ こふんぐん さんのうはいじ こうづけこくふ

との関連をうかがわせる総社古墳群・山王廃寺、律令期には上野国府・
こ〈ぶんそうじ こくぶん に じ

国分僧寺・国分尼寺が建立され上野国の中心的な地域となっている。ま
おうみじよう

た、中世になると蒼海城が築かれた場所である。

平成12年度から現在までの57次にわたる調査の結果、縄文時代、古墳

時代、 奈良・平安時代、中近世の遺構・遺物が大量に検出されている。
こうづけこくふあと

上野国府跡 論議説副
上野国府は、元総社町の総社神社の一帯に存在したと推定されてきた。

うしいけがわ ひとがた

近年の調査で、牛池)11から祭記に使った人形や国府の建物の名称が書
とりほ了まち

かれた土器が多くみつかった。また、関越自動車道路の調査で鳥羽町か

ら古代の神社跡や鍛冶工房が発見されており、この地域一帯が国府の

範囲であることがおぼろげながら判明しつつある。
しもつけ

栃木県の下野国府では、約95m四方の国庁域を中心に役所の建物群

や道路・溝が計画的に配置され、その範囲は、西500m以上、南北1，000

m以上に及んでいた。上野国も、国庁を中心とした官庁街と庶民が暮ら

すマチで構成されていたと考え られる。
そうじゃとふんぐん

総社古墳群 諸岸都議

前橋市西北部の利根川西岸に位置し、南北2.5km、東西1kmの範囲に
とおみやまこふんおうやま こふ』

分布する古墳群の総称である。大型前方後円墳(遠見山古墳、王山古墳、
そうじゃふたごやまこふん あたごやまこふんほうとうざんこふ』 じゃけつぎA こ』ん

総社二子山古墳)と大型方墳(愛宕山古墳、宝塔山古墳、蛇穴山古墳)か

ら構成される。

5世紀終末の遠見山古墳から6世紀後半の総社二子山古墳までは前

方後円墳であり、 7世紀前半の愛宕山古墳から7世紀終末の蛇穴山古墳

は方墳である。時代による墳形の変化は、畿内の首長墓の変遷過程と同

ーである。

なお、群馬県内の7世紀の大型古墳は、総社古墳群の3基の方墳以外

には見られない。

しせきさんのうはいじあと

史跡山王廃寺跡 指様消却

山王廃寺は前橋市総社町総社にある古代寺院で、 7世紀中頃から後半

に創建されたと考えられている。
ひえ とうしんそ

大正時代に、 山王地区日枝神社の境内で、塔心礎が偶然発見されたことで
さんのうとうし

その存在が知られ、昭和 3年に 「山王塔祉」として国史跡に指定され、

平成19年に史跡山王廃寺跡となった。昭和の調査や平成18年度から5

ヵ年計画で行っている発掘調査の結果から、 北に講堂、南東に塔、南西
ほっきじしきがらんはいち

に金堂を配し、その四方80mを回廊が取り囲む法起寺式伽藍配置の壮

大な寺院であったことが判明した。

関 櫨酔発掘調査i成禦

.青白磁梅瓶

-上野国府周辺の市の様子(想像図)

.愛宕山吉績の石棺

-山王廃寺の伽藍配置
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会 櫨酔黍掘調査楳

そうじゃま ち ゃ し を み 芯 み いせき

総社町農敷南遺跡 端総研溢
榛名山東麓の標高130mの台地上に位置する。平成21年度の調査で、

ほうとうざんこふん しゅうぽり じゃけつざんこふん しゅうぼり がいてい

宝塔山古墳の周堀、蛇穴山古墳の周堀と外堤と6世紀後半の竪穴住居跡、

旧総社村役場跡などが確認された。

調査の結果、宝塔山古墳の周堀を含めた古墳の大きさは一辺96mと

なり、蛇穴山古墳は、 2重の周堀と外堤を有したことが判明し、周堀を

含めた古墳の大きさは一辺82mとなった。

琢んをつひがしはらいせき

南橘東原遺跡 議官首長寺:は;ぽ
しらかわ

利根川低地帯上に赤城火山斜面から南西方向に放射状に広がる白川
せんじようち

扇状地の末端付近に位置する。調査の結果、古墳~奈良・平安時代の竪
ほったてばしら

穴住居跡52軒、竪穴状遺構 1基、土坑3基、掘立柱建物 1棟、柱穴118

基、中世の溝12条が検出された。
えんどう

古墳時代の住居跡のカマドは多量の川原石によって煙道部が構築され、
へんぺい えんれき

その基部は扇平な円礁を使用しており古墳の葺石を連想させ、県内で

も非常に貴重な構造をもつものである。

かみ 1;;そ い き た い せ を ぐ ん

上細井北遺跡群 需品訂品2;
かいせきだに

赤城山南麓に源を発する小河川が南流し、開析谷によって形成され
せ.つじようだいち

た標高140~150mの舌状台地上に位置する。調査の結果、縄文時代前

期の竪穴住居跡 1軒 ・土坑2基、古墳~平安時代の竪穴住居跡が62軒 ・

溝跡11条 ・土坑36基 ・古墳 3基を検出した。

古墳はいずれも古墳時代終末期のものであり、そのうちの一つは、
りょうそでがたよこあなしきせきしつ どばし

両ネ'83型横穴式石室をもっ円墳であり、周堀の外側から石室にいたる土橋

(渡り状施設)がみられた。

また、竪穴住居跡6軒から、 6世紀初頭の榛名山噴火による火山灰 (Hr

-FA)の堆積が確認でき、住居跡や遺物年代を決定する貴重な資料と

なった。

まえばしじよう

前橋城 主i詩文話
くるまばは2ん

前橋台地北端の利根川左岸段丘上に位置する。平成20年度に車橋門
まるうまだしいこう みなみくるわ

丸馬出遺構、平成21~22年度に南曲輪地点を調査した。

車橋門丸馬出遺構からは、平安時代の竪穴住居跡4軒 ・土坑 1基、近

世・近代の堀跡 1条 ・井戸跡 7基 ・溝跡 1条等を検出し、南曲輸地点か

らは奈良 ・平安時代の竪穴住居跡2軒・土坑35基・井戸跡 3基、近世・

近代の堀3条、建物 1棟、土坑 5基、溝 2条等を検出した。

調査により近世・近代の堀跡は、約120年前(幕末)の再築前橋城絵図

に描かれている堀とほぼ一致することが確認された。
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.総社町屋敷南遺跡から宝塔山古墳を望む

+H31号住居の石組力マド

.発掘された両袖型機穴式石室



ろつくいせをぐん

六供遺跡群 需品完治;
前橋台地の東方の利根川左岸台地上に位置する。平成 7年度より土地区

画整理事業に伴い調査を開始し、現在までに、古墳~奈良・平安時代の集落

や古墳・平安時代の水田跡を確認している。

現在、立地や周辺地形から当時の土地利用状況の復元を試みており、発掘

調査の進展により、当時の土地利用状況の一端が明らかとなってきている。

おなや みやたいせき

女屋富田遺跡 識鴇前
もものきがわひろせがわ

桃木川・広瀬川等の中小河川が網目状に流下する旧利根川の低地帯に位

置する。調査の結果、古墳~奈良時代の竪穴住居跡10軒、土坑l基、中世の溝

5条、ピット5基が検出された。

古墳時代前期の竪穴住居跡からは、主に赤城山南麓地域で、確認される謀、
いどしきけいとう あらと

井戸式系統の土器が出土しており、本遺跡が荒砥地区から続く 集落の周縁

部であったと考えられる。

古墳時代中期になると、本遺跡を含め周辺でも集落が増加し始める。こ

れは、 この低地帯周辺に集落を形成していた人々が、水田等の生産域拡大

を図ったためと考えられる。

さんのうわかみや いせ き

山王若宮lV遺跡言話副首!?
前橋台地東端部の微高地上に位置し、東側には旧利根川河川敷の官品市

低地帯が広がっている。調査の結果、古墳 2基、古墳時代の竪穴住居跡 1軒、

竪穴状遺構 1基、溝 1条、土坑4基、柱穴 5基が検出された。
ほたてがいがたこふん

検出された 2基の古墳のうち 1号墳は帆立員形古墳である。墳丘のほと

んどは後世の耕作等で削られていたが、周堀は明瞭であり、一部に葺石の

存在も認められた。

また、古墳時代前期の竪穴住居跡や古墳墳丘下から竪穴状遺構が発見さ

れており、古墳が築造される以前に集落等が存在したことが推測される。

なん，3¥ きょてんち く いせをぐん

南部拠点地区遺跡群 総指定品31宅配話事ZZ
こうはいしっち

前橋市南東部に展開する前橋台地南部の後背湿地に立地する。平成20年

度より北関東自動車道前橋南インターチェンジ周辺の土地区画整理事業

に伴い発掘調査を開始し、現在まで 5次にわたり調査を実施している。

調査の結果、古墳時代から平安時代の水田、土坑、溝跡等が検出されてい

る。特に、天仁元年 (1108)の浅間山の噴火により降下した火山灰(浅間B
じようり せい ほうかくちわり

軽石)層下より、律令期の一町(109m)四方の条里制による方格地割を採

用した平安時代の水田を広範囲で確認することができた。

.六{共遺跡群NO.5全景

-女屋富田遺跡全景

.帆立貝形古境

-平安時代の水田跡
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ー平成22年度前橋・高崎支化財展 一一

2011年1月8日[主]砂17日[月]

午前9時砂午後6時

[前橋プラザ元気211Fにき机市ール]

前橋市本町2-12-1

Iffi!!SMelful TEL. 027-231-9531 
前橋市文化財保謹課

2011年1月22日[土]惨31日[月]

午前9時惨午後6時

[高崎シティギャラリー 2F第6展示室]

高崎市高松町35-1

INWlelful TEL. 027 -321-1292 
高崎市文化財保護課

「上野国印 jは2種類あ ります。{いずれも文告に引11されたものから復元。 )

+1号スタンプ天平勝宝4年(752年) +2号スタンプ延長6年(928年)

f東国千年の都一発掘されたタ・カ・ラ・モ・ノー f新発見!前橋・高崎の歴史jJ平成23年1月8日発行前橋市教育委員会・高崎市教育委員会


